
令和８年度 第１回 岩手県森林審議会林地保全部会 議事録 

 

１ 開催日時 令和８年８月５日（水）13：40～14：40 

２ 開催場所 久慈地区合同庁舎 ６階 第４会議室Ａ及びＢ 

３ 会議次第 別紙のとおり 

４ 出席者  別紙のとおり 

 

発言者 発言内容 

事務局 それでは定刻となりましたので、ただいまから、令和８年度第１回岩手県森林審

議会林地保全部会を開催いたします。 

 本日の進行を務めます、森林保全課の丸山と申します。 

まず初めに資料の確認をお願いいたします。お手元のタブレットに本日の会議資

料一式を格納しております。資料は全部で 37 ページまででございます。もしも使

用中に不都合な点やご不明な点が生じましたら、お気軽に職員のほうにお声がけい

ただければと思います。 

 次に、部会の成立報告をいたします。「部会運営規程第３条の４」の規定により、

部会は部会委員の過半数の出席をもって成立することとなっております。 

当部会の委員総数は５名であり、本日は、横澤孝志委員及び若生和江委員が欠席

となっておりますが、過半数の３人の委員が出席しておりますので、部会が成立し

ていることをご報告いたします。なお、議事録作成のため、審議会の内容を録音さ

せていただくことをあらかじめご了承願います。 

次に、開会にあたりまして岩手県農林水産部森林保全課総括課長よりご挨拶を申

し上げるところですが、体調不良により、本日欠席となっております。そこで僭越

ながら、私、丸山から挨拶させていただくことをご了承ください。 

総括課長 

（事務局代読） 

（挨拶） 

 

事務局 次に、本日の出席者を紹介させていただきます。 

部会長の菊池修市様です。部会委員の工藤昭彦様です。同じく佐藤美加子様です。 

続きまして、事務局の出席者を紹介させていただきます。 

私、森林保全課担当課長の丸山です。主任主査の白藤です。主査の佐藤です。同

じく主査の菊池です。 

次に議事に入りますが、本部会の議長は「部会運営規程第３条の２」の規定によ

りまして、林地保全部会長が議長を務めることになっております。 

 菊池部会長には、議長席にご移動のうえ、議事の進行についてよろしくお願いし

ます。 

菊池議長 部会長を仰せつかりました、菊池修市と言います。遠野地方森林組合の組合長で

す。よろしくお願いします。部会長も初めてですし、審議会も初めてですので、不

慣れではございますが、皆様の協力の上、慎重審議を賜りますようお願いします。

よろしくお願いいたします。 

それでは暫時、議長として議事の進行をさせていただきます。 

まず、次第の「３ 報告事項」でございますが、「10ha 未満の林地開発許可につ

いて」事務局から説明願います。 

事務局 それでは、「10ヘクタール未満の林地開発許可」についてご報告いたします。 資

料№１をご覧ください。 

（資料№１を説明） 



菊池議長 ただいまの事務局からの報告につきまして、何かご質問、ご意見ございますでし

ょうか。 

よろしいでしょうか。無いようですので「４ 審議事項」に移りたいと思います。 

審議に入ります前に、本日の審議事項については、原則、公開としますが、審議

の過程において、非公開とすべき事務・事業に関する情報の説明等が必要となった

場合は、その時だけ非公開とさせていただきますので、予めご了承願います。 

これより審議に入ります。令和８年７月７日付けで岩手県知事から意見を求めら

れた審議事項、工場、事業場の設置（風力発電施設）及び道路の開設に係る新規案

件が１件と、土石の採掘に係る変更案件が１件の、計２件について、それぞれ、事

務局からの説明の後、審議を行います。 

次第に基づき、審議事項１件目について、事務局から説明願います。 

事務局 それでは資料№２の審議事項「九戸郡洋野町種市第 11 地割字南玉川ほか地内の

工場、事業場の設置（風力発電施設）及び道路の開設に係る林地開発許可について」

を説明いたします。 

（資料№２を説明） 

菊池議長 ありがとうございました。ただいま事務局から説明がありました。説明に対して

ご意見やご質問等ございませんでしょうか。 

佐藤委員 午前中の現地調査で、全体的に洋野町は地形がなだらかな、こういうところなん

だなっていうところで、土砂崩れとかも、あまり心配ないというところも、現地で

説明を聞いて、納得するようなところでございました。 

ちょっとお聞きしたいのですが、切土法面の種子吹付による保護ということで、

ここに三種混合とありますが、これはどういうものでしょうか。 

事務局 種子吹付の三種混合とは、法面の緑化の際に用いられる一般的な工法で、３種類

の種子を混合して散布するものです。 

工藤委員 ２点ほどお伺いします。まずこの事業の申請者が、洋野風力開発株式会社となっ

ていて、住所が東京都港区とのことですが、実際はどういう方々がこの開発に携わ

ろうとしているのか。 

それからこの計画だと風車 31 基ですか、そのぐらいの風力発電の施設が建つと

いうことについて、地元の方が知ってらっしゃるのか。地元の方々からこの計画に

ついて、何か意見とか、要望とかそういったものが出てるのかなという、そのあた

りをちょっとお伺いしたいと思います。 

事務局 こちらの風力発電事業を行う洋野風力開発株式会社は、今回の事業を実施するた

めに設立された特別目的会社（SPC）で、複数の企業が出資しています。 

なお、事業の開発については、日本風力開発株式会社が関与しており、同社は国

内で 304 基、約 605MW の開発実績を有しているとのことで、会社ホームページによ

ると国内に 37カ所ほどの風力発電所の実績があるようです。 

また、地元への説明ということにつきましては、これまでに、事業者において環

境影響評価の関係で２回の説明会を開催しているほか、令和５年には地元の８地区

で説明会を実施しているとのことです。また、令和７年に再エネ特措法に基づく説

明会も開催しているとのことで、そういう各種法令に基づいた説明会を地元で実施

していると報告を受けております。 

なお、説明会の際には工事内容や景観、環境影響等に関する質問はあったものの、

特段反対意見はなかったと、事業者から報告を受けております。 

工藤委員 わかりました。ありがとうございます。 

もう一点、やはり自然環境への影響が気になるところです。先ほどの資料を見る



と、意見照会結果の県庁自然保護課のところに「希少な維管束植物及び昆虫類が確

認されています」との記載がありました。例えばよく絶滅危惧種、イヌワシとかそ

ういうのがいて、地元から見直しを求める意見が上がるとか、そういう事例もある

かと思うんですが、今回の現場ではどういう生物がいて、どのような懸念があるの

でしょうか。 

事務局 猛禽類を含めた鳥類に関する影響につきましては、環境影響評価法に基づく調査

が実施されており、個々の現場については特段懸念というものはなかったとのこと

です。現在も環境影響評価手続きが進行中ですので、最終的な結果や審査内容を確

認しながら、適切な対応をしているものと認識しています。 

また、配布資料の「６ 意見照会結果」にあるとおり、周辺に希少な維管束植物

及び昆虫類が過去に確認されている、という意見を自然保護課からいただいている

ところですが、事業者が実施した環境影響評価の報告では、現地調査で植物及び昆

虫類に関する重要な種として、複数の種類が確認されたとのことでした。 

植物についてはほとんどが草本類で、改変区域内のものは区域外に移植するとの

ことです。また、昆虫類については、周辺区域のほか、改変区域内で確認されたも

のもあるようですが、直接的な対応は行わず、改変を最小限にとどめる、といった

対応になるとのことです。 

菊池議長 他にございませんでしょうか。よろしいですか。 

それではお諮りいたします。原案のとおりの内容で許可することについて、ご異

議ございませんか。 

 

（各委員異議なし） 

 

ご異議なしということで、林地保全部会といたしましては、原案での許可を可と

することといたします。 

それでは、審議事項２件目について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 それでは資料№３の審議事項「紫波郡紫波町船久保字中村地内の土石の採掘に係

る林地開発許可について」を説明いたします。 

（資料№３を説明） 

菊池議長 はい、ありがとうございます。ただいま事務局から説明がありました。説明に対

してご意見やご質問等ございませんでしょうか。 

佐藤委員 今回申請された追加の開発行為の部分ですが、前回までの許可では、ここは残置

森林になっていたということで、そこを広げて、その外側に新たに 30 メートルの

残置森林を配置するわけですよね。そこからまたさらに奥に広げていくという可能

性はあるでしょうか。 

事務局 事業者によりますと、今回拡大する部分を含めて、今後 10 年間くらいはこの範

囲で採掘を継続する予定とのことです。 

その後については、まだ区域拡大をしたいとの意向ですが、周囲にこれ以上開発

できるところがあまりないため、今後拡大できるとすれば、今回の拡大箇所からさ

らに北西方向に進めていきたいとのことです。 

菊池議長 他にございませんでしょうか。よろしいですか。 

それではお諮りいたします。原案のとおりの内容で許可することについて、ご異

議ございませんか。 

 

（各委員異議なし） 



 

ご異議なしということで、林地保全部会といたしましては、原案での許可を可と

することといたします。 

ここで事務局にお返しします。 

事務局 菊池部会長には、議事を進行いただきありがとうございました。 

次に次第の「５ その他」でございますが、事務局から何かありますか。  

事務局から特にないようですので、委員の皆様には長時間にわたり熱心にご審議

いただき誠にありがとうございました。 

これをもちまして、令和８年度第１回森林審議会林地保全部会を閉会とさせてい

ただきます。 

 


